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担　　当施設係長事務部長 総務課長 工事名称

図面名称

総数日付

工 事 概 要

棟名称

工種

構造・階数

建築面積

延べ面積

改修延べ面積

延べ面積計

改修延べ面積計

一 般 特 記 事 項

測定室等

１検体

１検体

※上記の室の内の代表的な１室について、それぞれ１検体につき

２回採取を行い測定する。

測定物質、測定方法

・その他（　　　　　　　　　　　）

トルエン ・次の内いずれかの測定方法とする。

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

ホルムアルデヒド

１章　一般共通事 項

100μg/m3

260μg/m3

870μg/m3

3800μg/m3

220μg/m3

以下

(0.08ppm)

以下

以下

以下

以下

(0.07ppm)

(0.20ppm)

(0.88ppm)

(0.05ppm)

試料採取方法

試料採取は室内及び外気の各１ヶ所を２回ずつとし、対象室内

を３０分換気後に対象室内を５時間以上密閉し、その後概ね３

０分間採取の濃度（μg／ｍ3）で表す。採取の時刻は揮発性有

機化合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時

～３時頃に設定するのが望ましい。室外についても室内と同様

の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少なく

とも壁から１ｍ以上離した高さ1.2ｍ～1.5ｍの位置を試料採取

位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調排気口か

ら２～５ｍ離した、室内の測定高さと同等の高さの所を試料採

取位置として設定する。

測定結果が上回った場合の措置

※両単位の換算は、25℃の場合による。

１検体

保全に関する資料

完成図の様式等は次による。

完成図 ・原図

・仮製本

・原図

・仮製本

・ＣＡＤデータ

各１部

１部

１部

１部

施工図

１部

・仮製本

１部・朱書訂正図仮製本

・Ａ３

・Ａ１

　作成方法

　原図サイズ

工事写真帳は(　・紙媒体　・電子媒体　)で　　　部提出する。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙、工事名称等は金文字入りと

する。なお、完成写真には撮影方向等を明示した配置図、平面図

を添付する。

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：　　　

ファイル形式：

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は

提出方法：

１．この工事の請負者は、独立行政法人国立高等専門学校機構発注工

事請負等規則別記第１号の工事請負契約基準、現場説明書、特記

本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊

自動車排出ガスの規則等に関する法律」（平成17年法律第51号）に

ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定」（平成18年3月17日

国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械

指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定さ

れた排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策

型建設機械を使用出来ない場合は、平成7年度建設技術評価制度公

械指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出

募課題「建設機器の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等

の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、

これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機

械を使用する場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設

機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

ものに限る。

バックホウ

ブルドーザ

ホイールローダ

空気圧縮機（可搬式）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ホイールクレーン(ラフテレーンクレーン)

260kW以下）を搭載した

ものに限る。

560kW以下）を搭載した

①

事関係車両という。）が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規

は、これに適合した車両を使用しなければならない。

制条例（以下「排出ガス規制条例」という。）の適用を受ける場合

②

車排出ガス規制に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条

例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

③

④

には、直ちに監督職員に報告しなければならない。

⑤

制条例を遵守させるものとする。

受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工

受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル

受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車

受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合

受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規

検証のコピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

再利用を図るものは、次による。

ついては、監督職員の立会いを受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項に

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、

施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

鉄筋工事

コンクリート工事

・鉄筋施工

・左官 ・型枠施工

鉄骨工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根、とい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事

・とび

・ﾌﾞﾛｯｸ建築

・防水施工

・石材施工

・タイル張り

・建築大工

・建築板金

・内装仕上げ施工（鋼製下地）

・左官

・サッシ施工

・塗装

・造園

・ALCﾊﾟﾈﾙ施工

・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・スレート施工

・ガラス施工

仮設工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査

を受ける。

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

スチレン等の揮発性有機化合物の室内濃度の測定

工事施工完了後、引き渡しをするまでの間に、下表の測定室等

の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、指針値以下である

ことを確認し、報告する。
この工事現場に下記いずれかの電気保安技術者及び、工事用電力設

備の保安責任者を選任する。

引渡しを要するもの

1) 品名

2)

3)

引渡し先

集積場所

特別管理産業廃棄物

1)

2)

品名

処理方法

現場において再利用を図るもの

1)

2)

品名

使用箇所

再資源化を図るもの

1) 品名

2) 受入場所

3)

4)

搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督

職員に提出する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりが

たい場合は、監督職員と協議する。

1) 品名

2) 受入場所

3)

4)

搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督

職員に提出する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりが

たい場合は、監督職員と協議する。

る者

第３種電気主任技術者以上の資格を有す

高等学校又はこれらと同等以上の教育施

設において、電気事業法の規定に基づく

主任技術者の資格等に関する省令第７条

第１項各号の科目を修めて卒業した者

旧電気工事技術者検定規定規則による高

圧電気工事技術者の検定に合格した者

公益事業局長又は通商産業局長の指定を

受けた高圧試験に合格した者

第１種電気工事士の資格を有する者

の資格を有する者

第２種電気工事士（旧電気工事士）以上

短期大学若しくは高等専門学校又はこれ

らと同等以上の教育施設の電気工学以外

の工学に関する学科において一般電気工

学（実験を含む）に関する科目を修めて

卒業した者

2 １級電気工事工事施工管理技士の資格を

有する者

２級電気工事工事施工管理技士の資格を

有する者

この工事現場には、下記の資格を有する工事用電力設備の保安

責任者を選任する。

概成工期

この工事現場では、次の施工条件による。

基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機

もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置

を装着することで、排出ガス対策型機械と同等とみなす。ただし、

程」（平成9年7月31日　建設省告示第1536号）に基づき国土交通大

臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するもの

とする。ただしこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要

書類を提出するものとする。

低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において

使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとす

る。

・ジニトロフェニルヒドラジン誘導体

　固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　高速液体クロマトグラフ法に

　よって行う。

固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　行う。

固相吸着/加熱脱着法で採取し、

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　行う。

容器採取法で採取し、

・その他（　　　　　　　　　　　）

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　行う。

測定結果が指針値を上回った場合は、監督職員と協議する。

完成図の作成のため以外に使用しないこと。

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

模様替

Ｒ３

・とび

※参考測定機関：

完成図の種類及び記入内容は次による。

ただし、工事内容により、これによりがたい場合は、監督職員と

協議するものとする。

本工事中に中間技術検査を、　　　　　　　　　に　　回行う。

・ＣＡＤデータ

・ＰＤＦデータ

・ＰＤＦデータ

・Ａ１・Ａ３

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

関係法令に従い適切に処理するもの

１検体

休日等に工事を行う場合は事前に監督職員に連絡の上、下記時間帯に施工すること

休日等の施工可能時間：午前9:00～午後6:00まで

　紙媒体、CADデータ

　鈴鹿工業高専

　ＪＷＷ

　完成図、施工図のCADデータ、全ての書類(建具等一部除外)

製本、ＵＳＢメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ

・内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等） ・表装

・製本 ・Ａ３

・Ａ３

・Ａ３

・Ａ３

・Ａ３

・Ａ３ １部

１部
１部

１部

　１

　A3

電気保安

技術者
項目名

種類 備考

(エンジン出力8kW以上、

ディーゼルエンジン

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）
ディーゼルエンジン

(エンジン出力7.5kW以上、

材料名 備考

適用工事種別 技能検定の職種

備考

棟名称 階 室名 採取本数

１階

２階

３階

外気

種類 指針値 測定方法

工 事 名 称

工 事 場 所

工事の種類・規模等

外壁改修

生物応用化学科教室棟

（1,786）

（5,264）

0

0

0

外部建具改修

8

9

1

7

6

5

3

4

ガラス,金属類等

知事の許可を得ている処分場等

２．特記仕様書の適用方法

(1) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事

項のみ適用する。

(2) 　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は、すべて

適用しない。

(3) 表中の数字、文字又は記号を記入する事項は、記入してある

事項のみ適用する。

(4) 特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、

特記されたもの又は同等品以上のものとする。ただし、同等

以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

(5) 左欄の〈　〉、《　》内の数値は、下記の各該当番号を示す。

〈　〉－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編

《　》－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成

　　　　)(平成28年版)

　　　　28年版)

建築基準法に基づき定められた区分等

風速

積雪区分

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

建告示第1455号　別表（32）

Ｖｏ＝　34　　ｍ／ｓ

様書(統一基準)(機械設備工事編)(平成28年版)、公共建築改修工
事標準仕様書(統一基準)(電気設備工事編)(平成28年版)、文部科

撮影要領に基づき工事を施工する。

改修工事学省建築標準仕様書(特記基準)(平成28年版)、工事写真

総則

定められた区分等

建築基準法に基づき

建設機械の使用

排出ガス対策型

建設機械

電気保安技術者

発生材の処理等

<1.3.8>

工事用電力設備の
保安責任者

<1.3.3> 

施工条件

実施工程表

<1.2.1> 

<1.3.4>

<1.3.5>

<1.3.11>

施工中の環境保全等

低騒音型・低振動型

ディーゼル車

排出ガス規制

に適合した車両

<1.6.2>

技能士

<1.4.4>

材料の検査等

<1.4.2>

材料の品質等

<1.6.4>

及び報告

<1.6.7>

施工の立会い等

<1.6.5>

施工の検査等

一工程の施工の確認

<1.6.9>

<1.8.3>

完成図

<1.8.2>

技術検査

<1.7.2>

(1.5.9)

(1.7.2)

(1.7.3)

化学物質の

濃度測定

保全に関する資料

統一基準)(建築工事編)(平成28年版)、公共建築改修工事標準仕

三重県鈴鹿市白子町（鈴鹿工業高等専門学校構内）

完 成 日

－

番号

特－０１

工作物等

換気設備

空気調和設備

模様替内容 防水改修

鈴鹿工業高専

施工の確認及び報告を行う工程

外部足場を取り外す前の段階

撤去が完了した段階

外壁関係の施工

提出部数 ・　１部

建築改修工事特記仕様書(1)

（現場施工完了期限）

４

２部

平成30年5月

生物応用化学科教室棟外部建具改修その他工事（第Ⅲ期）

平成３０年１１月９日（金）

平成３０年１０月１８日（木）

鈴鹿工業高専生物応用化学科教室棟外部建具改修その他工事（第Ⅲ期）

仕様書　　　枚、図面　　　枚、公共建築改修工事標準仕様書(１５

０３／１９

ksugi
線
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担　　当施設係長事務部長 総務課長 工事名称

図面名称

総数日付

番号

Ａ－０１1

300
200仕上げ表、１階平面図、塔屋平面図

2,400

1,
50

0
6,

50
0

7,
65

0
30
0

2124

2123

第２合併講義室

第１合併講義室

EPS

男子便所

2113

遺伝子工

学実験室 実験室

化学第３

生物応用

2112 2108

精密合成化学実験室

21072111

細胞工学実験室

2109

第３教員

研究室
化学工学実験室

2105 2104

研究室 研究室

第２教員 第１教員

第１実験室

生物応用化学

2101

第２実験室

生物応用化学

2106 2103

第11教員

研究室 ＮＭＲ室

ホール

1Mｸﾗｽﾙｰﾑ

2114

化学実験室

2115

2116

1Eｸﾗｽﾙｰﾑ 1Iｸﾗｽﾙｰﾑ

2119

化学実験

準備室

2117 2118

化学教員

研究室 1Cｸﾗｽﾙｰﾑ

2120 2122

５教員

研究室

2121

外国語

第６教員

研究室

理科第

ＵＰ

ＵＰ ＵＰ

ＵＰ

外壁・サッシ取替え工事範囲
斜線部 対象外

改修済み範囲改修済み範囲

改修済み範囲

2095

10
80

ラ
ッ
ク

H-1250
ネットフェンス

CB造 ボンベ庫撤去

3,650

S=1:200塔 屋 平 面 図

6,
88
5

9 10

D

F

DN

UP

UP

換気口

AW 防
1

AW
4

AW
6

AW
8AW

8
AW
8

AW AW
89

AW AW
810

AW
a

F

鈴鹿工業高専生物応用化学科教室棟外部建具改修その他工事（第Ⅲ期） 平成30年5月

実験室
低温

2110

改修後仕上げ表

外　壁

軒裏､庇裏

樋

防水形複層塗材Ｅ（凸凹模様）

外装薄塗材Ｅ吹付

立てどい：工事範囲内カラーVPに取替えφ100

鋼製手摺等

ウレタン塗膜防水

アルミ製建具

庇・屋外階段等

外部建具

EXP.J金物 外壁+外壁　アルミ製 Ｗ２００

耐候性塗料塗り（ＤＰ)Ｂ種

０７／１９

塔屋対象外

ksugi
線

ksugi
テキストボックス
表記の削除



1
300

23092313 2317

31 32 33 34 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

DN

縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称総務課長事務部長 施設係長 担　　当

記

事

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

２階平面図、３階平面図 Ａ－０２

室外機基礎

H=300

S=1：300３階平面図

A

C

D

F

2207

S=1：300２階平面図

男子便所

女子便所

EPS

EPS

2303

生物応用化学

第９実験室

A

C

D

F

17
,0

00

7,
25

0
2,

50
0

7,
25

0

2,400 105,000

4,500 4,500 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 2,400

13
,5

50
30

0
13

,5
50

30
0

31 32 33 34 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

2,400 105,000

4,500 4,500 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 2,400

17
,0

00

2,
50

0
7,

25
0

7,
25

0

2316

データ処理室

2314

生物応用化学科

セミナー室

2312

生物応用化学

第１０実験室 物理化学実験室

2310 2307

第３計測

実験室 実験室

第２計測 第１計測

23042305

実験室

2315

生物応用

化学第１２

実験室 実験室

化学第１１

生物応用

2311

生物応用化学科

事務室

第１０教員

研究室

2308 2306

第９教員 第８教員

研究室 研究室

2302 2301

第７教員

研究室

生物応用

化学第８

実験室

2318

女子更衣室

２Ｃクラスルーム ２Ｓクラスルーム

2320

2319

３Ｓクラスルーム

2321

人文第２

教員研究室

2323

４Ｓクラスルーム

2322

５Ｓクラスルーム

2325

物理第４

教員研究室

2324

物理第３

教員研究室

第３合併講義室

第２講義室

2224

2223

物理第１

教員研究室

2222

教員研究室

物理第２

222122172216

2220

２Ｅクラスルーム

２Ｉクラスルーム

2219

物理実験

準備室物理実験室２物理実験室１

22182215

２Ｍクラスルーム１Ｓクラスルーム

2201

生物応用

化学実験

準備室

2202

生物応用化学

第４実験室

22052206

第４教員

研究室

第５教員

研究室

第12教員

研究室

2208

生物応用化学

第６実験室

2210

第６教員

研究室

2212

培養工学実験室

2203

無機合成

実験室

2204

天秤室基礎化学実験室

220922112214 2213

培養実験室
微生物工学

実験室化学第７

生物応用

実験室

※※

※

防 防火設備戸を示す

現状かぶせ工法では無いアルミ建具

防AD
3A

斜線部 対象外

斜線部 対象外

改修済み範囲改修済み範囲

改修済み範囲

改修済み範囲

改修済み範囲

改修済み範囲

外壁・サッシ取替え工事範囲

外壁・サッシ取替え工事範囲

夏季主風向

Ｎ
冬季主風向

ＵＨＦ

スロープ

防AW
2

AW
4

AW
6

AW
8

AW
8

AW AW
812

AW
8

AW AW
10 10

AW
a

AW
a

防AW AW AW AW
8

AW
8

AW
AW AW AW

10 10

鋼製手摺：ケレンの上、DP

鋼製手摺撤去

AW
8

11
13753

建具及び建具廻りシーリング 撤去･新設の建具符号を示す

鈴鹿工業高専生物応用化学科教室棟外部建具改修その他工事（第Ⅲ期） 平成30年5月

1,
07

5
1,

07
5

7,800

7,800

０８／１９

バルコニー：洗浄及び下地補修・塗膜防水

バルコニー：洗浄及び下地補修・塗膜防水

ksugi
線

ksugi
線



縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称総務課長事務部長 施設係長 担　　当

記

事

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

1断面詳細図
100

ﾋﾟｯﾄ
ﾋﾟｯﾄ

A C D F

廊下

廊下

廊下

17,000

7,250 2,500 7,250
2,

61
0

2,
61

0
2,

61
0

※ 屋上･南側 工事対象外

1FL

2FL

3FL

RFL

GL

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

12
,3

00

90
0

11
,4

00

60
0

3,
60

0
3,

60
0

3,
60

0

※ 南側 工事対象外

※ ﾀﾞｸﾄ･換気扇等は､M-01～M-04図による

新設 建具H寸法

(当
初

ｽﾁ
ｰﾙ

建
具

H寸
法

)

新設 建具H寸法

(当
初

ｽﾁ
ｰﾙ

建
具

H寸
法

)

新設 建具H寸法

(当
初

ｽﾁ
ｰﾙ

建
具

H寸
法

)

85
5

1,
89

7

60

1,
20

0
10

0

85
5

1,
89

7

60

1,
20

0
10

0

85
5

60

1,
20

0
10

0

625

62
62

62

外壁:浮き部分調査及び補修

外装薄塗材E (下地調整材共)

(既設仕上 弾性吹付け)

高圧洗浄の上　　　　
防水形複層塗材E 　　

ること。
既設ダクト撤去後、復旧す

工事対象外

高圧洗浄の上　　　　
笠木見付:浮き部分調査及び補修

防水形複層塗材E 　　

1,
89

7

軒裏:浮き部分調査及び補修
高圧洗浄の上　　　　

既設硬質塩ビ立てどい･飾桝
撤去及び詰まり補修の上

新設カラー塩ビ管φ100
掴み金物ｽﾃﾝﾚｽ＠1,200以下に取替え

断 面 詳 細 図 S=1：100

 …シーリング新設部分を示す

※ 打継･化粧目地、既設外部建具廻り、ベントキャップ周囲、既設通気パイプ周囲､ 屋外照明､設備箱廻り等の部分は､

既設撤去後､シーリング施工範囲

細胞工学実験室

培養工学実験室

生物応用化学第11実験室

2,
70

0
2,

80
0

2,
75

0

基礎化学実験室

精密合成化学実験室

生物応用化学第10実験室

1,
77

7
1,

77
7

1,
77

7

47
7

47
7

47
7

ること。
既設ダクト撤去後、復旧す

分電盤

2,
73

5
3,

00
0

2,
75

0

脆弱部除去 浮き部分補修
巾木:高圧洗浄の上 膨れ部

※ 犬走り 工事対象外
犬走り 上部ころがし鋼管塗装塗替え(DP)

鈴鹿工業高専生物応用化学科教室棟外部建具改修その他工事（第Ⅲ期） 平成30年5月

Ａ－０６

１２／１９

立て樋及び飾り桝取替え

ksugi
線



1,5651,565

FIX

記号　数量

姿図　寸法

記号　数量

記号　数量

改修内容

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物
可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

改修内容

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

姿図　寸法

かぶせ工法

改修内容

材質　形状

仕上　見込

ガラス種類　厚

建具金物

姿図　寸法

【建具符号】
AW：アルミ製窓

縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称総務課長事務部長 施設係長 担　　当

記

事

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

1
100

建具表

1
AW 防

アルミ　ランマFIX・パネル付 引違い２連窓

AW
2１ 防

７０

かぶせ工法

アルミ　ランマFIX・ガラリ付 引違い２連窓

付属金物一式、可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ(ﾀﾞﾝﾊﾟｰ付)、引手、下車、クレセント、アルミ二重水切

１

７０

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

AW 防

アルミ　ランマFIX・パネル付 引違い２連窓

かぶせ工法

3 １

７０

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

かぶせ工法

AW

アルミ　ランマFIX・パネル付 引違い２連窓

複層ガラス（ＦＬ３＋Ａ１２＋ＦＬ３)、P:断熱パネル１８

4 ２

※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･方立て・障子等撤去後、新設 ※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･方立て・障子等撤去後、新設 ※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･方立て・障子等撤去後、新設 ※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･方立て・障子等撤去後、新設

７０

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

AW

複層ガラス（ＦＬ３＋Ａ１２＋ＦＬ３)、P:断熱パネル１８

※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･方立て・障子等撤去後、新設

5 １

アルミ　ランマパネル付 引違い２連窓

AW

P P

防火設備戸 ※　既設ランマは引違い 防火設備戸 ※　既設ランマは引違い 防火設備戸 ※　既設ランマは引違い ※　既設ランマは引違い ※　既設ランマは引違い

※　既設ランマは引違い

２6

７０

※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･障子等撤去後、新設

７０

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

複層ガラス（ＦＬ３＋Ａ１２＋ＦＬ３)、P:断熱パネル１８

AW

※　既設ランマは引違い

※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟･障子等撤去後、新設

７０

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

7 １

FIX FIX P FIX FIX P P FIX FIX FIX FIX P P P P P P

FIX

アルミ　ランマパネル付 引違い窓 アルミ　ランマFIX付 引違い窓

AW

※　初期　ｽﾁｰﾙ　→　かぶせ工法　アルミ　→

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

※　既設ランマは引違い

７０

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

8

60

47
5

10
0

1,
77

5

1,
90

0

1,
20

0

60

60

47
5

10
0

1,
77

5

1,
90

0

1,
20

0

60

1,540 1,540

3,150

3,270

60 60

70

60

※　既設ランマは引違い

AW

※　初期　ｽﾁｰﾙ　→　かぶせ工法　アルミ　→

７０

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

1,540 1,540

3,150

3,270

70

60 60

60

※　既設ランマは引違い

9

アルミ　ランマFIX・パネル付 引違い２連窓

１

アルミ　ランマパネル付 引違い２連窓

複層ガラス（FL３＋Ａ１２＋FL３)、P:断熱パネル厚１８ 複層ガラス（FL３＋Ａ１２＋FL３)、P:断熱パネル厚１８

今回かぶせアルミ撤去後、新設今回かぶせアルミ撤去後、新設

AW

※　初期　ｽﾁｰﾙ　→　かぶせ工法　アルミ　→

７０

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

1,540 1,540

3,150

3,270

70

60 60

60

※　既設ランマは引違い

アルミ　ランマFIX・パネル付 引違い２連窓

1,
89

7

複層ガラス（FL３＋Ａ１２＋FL３)、P:断熱パネル厚１８

今回かぶせアルミ撤去後、新設

10 ５

AW

アルミ　ランマFIX･パネル付 引違い２連窓

７０

引手、下車、クレセント、アルミ二重水切、付属金物一式

可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

※　既設ランマは引違い

11

10
0

60
65

70

6060

10
0

60
65

70

6060

10
0

60
65

70

6060

10
0

60
65

70

6060

3,900

3,780

1,855 1,8551,8551,855

3,780

3,900

1,855 1,855

3,780

3,900

1,855 1,855

3,900

10
0

60
65

70

6060

3,900

3,780

1,855 1,855

3,780

1,
90

0

1,
77

5

1,
20

0
47

5

1,
90

0

1,
77

5

1,
20

0
47

5

1,
90

0

1,
77

5

1,
20

0
47

5

1,
90

0

1,
77

5

47
5

1,
20

0

1,
90

0

1,
77

5

47
5

1,
20

0

3,200

3,320

1,
65

5

1,
77

5

60
60

70

60 60

※　初期　アルミ　→　今回アルミ横桟・方立て・障子等撤去後
新設

複層ガラス（FL３＋Ａ１２＋FL３)、P:断熱パネル厚１８

AW
12

アルミ　ランマ腰FIX･片開き戸付 引違い窓

７０

複層ガラス（ＦＬ３＋Ａ１２＋ＦＬ３)、P:断熱パネル１８

ｽﾃﾝ沓摺、付属金物一式、可動ステンレス製網戸付（網目：２４)

かぶせ工法

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、引手、下車、ｸﾚｾﾝﾄ、アルミ二重水切

AW

７０

複層ガラス（ＦＬ３＋Ａ１２＋ＦＬ３)、P:断熱パネル１８

かぶせ工法

13

1,
20

0

1,
89

7

P PP P P P FIX FIX

1,
20

0

1,
89

7

1,
20

0

PPFIXFIX

10
0

10
0

10
0

1,
77

7

47
7

60
1,

77
7

60

47
7

47
7

60
1,

77
7

3,270

735 735 1,540
70

P

FIX

1,
20

0
47

7

1,
77
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可動ステンレス製網戸付（網目：２４)
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※　外部から見た姿図である。
※　建具廻りシーリングの打替え及び建具調整を行うこと
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複層ガラス（ＰＷ６.８＋Ａ６＋ＦＬ３)、P:ｱﾙﾐ3.0+断熱１５+ｱﾙﾐ1.0 複層ガラス（ＰＷ６.８＋Ａ６＋ＦＬ３)、P:ｱﾙﾐ3.0+断熱１５+ｱﾙﾐ1.0複層ガラス（ＰＷ６.８＋Ａ６＋ＦＬ３)

複層ガラス（ＦＬ３＋Ａ１２＋ＦＬ３)

ｶﾞﾗｽ

【ガラス仕様】
複層ガラスは、「Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス（遮熱タイプ）」

ＰＷ：網入り磨き板ガラス ＦＷ：網入り型板ガラス
ＦＬ：フロート板ガラス
【ガラス等符号】

Ａ：空気層 Ｐ：アルミ樹脂複合パネル（断熱パネル）
Ｐ以外は全てガラスとする。

シリンダー錠：JNシリンダー（美和ロック製）
姿図は、全て内部から見た場合である。
建具周囲の額縁寸法は、参考値である。
改修後、ランマは全てＦＩＸ（はめ殺し窓）とする。
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